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略　　歴

　 

一級建築士です。フランスに語学留学経験があります。職業人生に一区切りをつけたものの、定年後フリーランスの翻訳家として英日＆仏日を中心に各種技術翻訳を始めて早くも12年が過ぎました。技術資料、論文を中心に日英翻訳も行っています。また、ＮＧＯ（MSF国境なき医師団）関連の翻訳もボランティアベースで行っています。また、AJF（アフリカ日本協議会）の会員でもあり、アフリカに関連した国連、JICA関連の報告書も扱ったことがあります。技術翻訳では分野を問わず柔軟に対応致します。尚、その他、技術系以外に契約書、法務、人事、歴史関係も扱っています。CAT toolとしてTrados Studio 2017も利用しています。　
これまでの実績：特許明細書、学会仕様書、技術論文、カタログ、マニアル等大型技術文献
主な分野：鉄鋼、金属、輸送機器、航空機、工作機械、エネルギー機器、空調機器、半導体、IT通信、光学機器、バイオ、医薬品、医療機器、都市計画、建築設備、橋梁道路、電気計装等広い分野にわたります。
経歴：昭和43年3月、北大工学部建築工学科を卒業後、八幡製鉄（現・新日鉄・住金）に入社し、２７年余にわたって主に、国内、海外の製鉄プラントエンジニアリング並びに、新規事業としてキャドキャムを含むコンピュータ・アプリケーション・ソフトの開発、商品化、事業化等の業務に従事したが、転籍適齢を迎え、平成７年１０月に現昭和鉄工（㈱）に転職（出向扱い）、平成９年１月には同社に転籍。同社で都市景観事業部技術部長、都市景観事業部長の歴任を経て、平成1５年１１月、６０歳定年を迎えました。
職　　歴


■　新日鉄㈱　　　　　　　　昭和43年4月～平成7年１０月（27年6ケ月）

　（鉄鋼製品の製造・販売　　資本金４，１９５億円　　従業員　１６，５００名）

▽建設本部　土木建築課　　　　　　　昭和43年4月～昭和48年6月（5年2ケ月）
－君津製鉄所、戸畑製鉄所、ブラジル（コジッパ、ウジミナス社）の圧延工場の企画設計を担当。

▽君津製鉄所　設備部土木建築課　     昭和48年7月～昭和50年３月（1年9ケ月）　　　　　　
－製銑、製鋼地区の建築整備の企画、管理を担当。
　▽同上建築技術係長（部下８名）　　　昭和50年4月～昭和53年11月（3年8ケ月））
－製鉄所全般の建築物の企画、設計並びに、保守整備全般を統括。
▽設備技術本部圧延土建課係長（部下5名）昭和53年12月～昭和60年3月（7年3ケ月）

－フランス、ラロシェル市へ語学研修に派遣　 昭和54年1月～昭和54年7月(半年)

－広畑、八幡製鉄所、アルジェリアSNS社の圧延工場の企画設計を統括。

　▽同上　部長代理（部下5名）　　　　　昭和60年4月～平成元年年6月（3年2ケ月））
    －土木建築設計コンピュータシステムの開発企画管理を統括

▽EI事業本部企画調整部部長代理（部下10名）    平成元年7月～平成4年7月（4年）　　　　

－新規事業としてキャドキャムシステム、キャドコンバータの開発、商品化を統括。

－新規事業としてキャドキャムサービス、システム開発、販売の所長として事業統括

▽出向（株）鉄骨キャドキャムセンター（新日鉄、川重の合弁会社、資本金１億円）

取締役設計部長（部下30名）　　　平成4年7月～平成7年10月（3年3ケ月）　
－経営陣の一人としてキャドキャムサービスの品質、工程、原価管理、収益管理を統括。

■　昭和鉄工（株）　　　　　　　平成7年年10月～平成15年11月（8年1ケ月）　
　（空調機器製造業　　資本金16億円　　従業員　５００名）
· 昭和鉄工都市景観事業部技術部長（部下25名）
平成7年11月～平成13年3月（5年5ケ月）　
－道路用防護柵のデザイン、設計、新商品開発、製造（品質、工程、原価）管理全般を統括。
▽同上都市景観事業部長（部下55名）　　平成13年4月～平成15年11月（2年8ケ月）

－技術部に加えて営業部も統括し、事業全体を統括。

－技術部長時代から縮小する景観市場を補う新規事業として、環境関連事業全般（焼却炉、乾燥炉、炭化炉の製造販売事業）を探索、模索。その結果、食品リサイクル法に因んで、食品残渣処理設備（焼却炉、乾燥炉、炭化炉の製造、販売）事業の事業化の企画、開発を担当。H１４年には乾燥炉の初受注に成功するも、食品リサイクル法の実施のH１８年まで需要は低迷のため、年満を期に退職。

主たる職務経験

■　工業所有権関連業務：18年

―在職中8年、都市景観製品全般の工業所有権全般（意匠、商標、特許、実用新案）管理

―定年後10年、特許明細書翻訳実績、機械、化学、電気系、
■　プラントエンジニアリング業務：11年

▽国内製鉄プラントエンジニアリング
　　－国内各製鉄所における様々な圧延工場の一連のエンジニアリング。
　▽海外製鉄プラントエンジニアリング
－ブラジル、ミナス社並びにコジッパ社の冷延、厚板工場のエンジニアリグ。

－アルジェリアＳＮＳ社の線材工場の応札エンジニアリング。
▽国内製鉄所保守整備
－君津製鉄所の工場建築物全般の保守、点検、整備のエンジニアリング。

－同所の福利厚生建築物の保守、点検、整備のエンジニアリング。
■ 製造管理業務：8年
· 道路用防護柵及び建装品の製造管理

　－アルミ、鋳鉄鋳物を中心に各材質の防護柵、建装品の外注委託工務、クレームの原因追求、再発防止

■ 販売業務：７年

▽キャドシステムの営業：異種キャド間コンバータ、鉄骨キャドキャムシステムの営業

▽景観製品の営業：特殊案件防護柵、建装品のトップ営業
■ 新製品開発、新事業企画業務：6年

· 土建設計システムの商品化: 自らが企画、開発した設計システムの外販の企画、実行。
▽ キャドキャムサービスの事業化：－新規事業として設計事務所、鉄骨加工業者向けキャドキャムサービスの事業化を自ら提案し、企画、実現し、子会社化した。

· 防護柵新商品開発：街路用横断防止柵３機種の開発を指導した。
▽ 食品残差処理設備の事業化：食品残渣リサイクルに必要な設備の製造、販売事業の探索、事業化をてがけたが、年満のため、方向を定めただけで実績を上げるまでに至っていない。
· システム開発業務：5年

· 土建設計システムの開発：計画、設計、見積など一連のエンジニアリングに必要な業務システムを自ら企画、開発し、技術レベル、スピードの向上に貢献した。
· キャドキャムシステムの開発：エンジニアリングノウハウを活用したキャドシステムやキャムシステムの開発による外部キャドキャムサービスを自ら提案して実現した。
· 景観売上原価管理システムの開発：在来システムを新たな視点で機能を見直し、新規に開発しなおし、管理精度の向上、スピードアップ、省力化に貢献した。

■ 建築プロパー業務：4年

· 健康増進センターの設計建設：当初予算の３億円を１０億円まで認めさせ、屋内プール前後の娯楽施設を抜本的に充実させ、夢のある総合的な福利厚生施設に仕立て上げた。
· 自宅マンション内装のオーダーメイド：今から２０年前、自宅マンションを躯体と水まわりだけで買い、内装は自分で設計、施工管理して、満足すべき自宅ができあがった。
· 博多キャナルシティ歩道橋の設計建設：昭和鉄工での初仕事として、国道上にかかる歩道橋の屋根工事の設計、施工を責任者として総括、無事無災害で完成させた。

資格・スキル等


■　インテリアプランナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　 昭和63年10月

■　一級建築士　　　　



　　　　
昭和51年3月

■　一級小型船舶操縦士





昭和50年3月

■　普通自動車運転免許





昭和48年8月

学　　歴

■　北海道大学工学部建築工学科 卒業



昭和43年3月



昭和１８年１１月２０日生、 74歳


札幌市南区藤野1-7-32-18


TEL/FAX 011-591-5986/6030


Email:yyoshiyam@ae.auonenet.jp


                    携帯：080-9100-3756
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